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募集チラ シ 

 



 

 

 

 

 

 

所要

時間

～ 5

～ 120

～ 90

～ 30

～ 168

～ 3

～ 35

～ 67

～ 3

～ 25

～

～ 15:44 16

15:44 ～ 16:00 16

Bチーム

Cチーム

Dチーム

時 間 プロ グラ ム 担 当

09:25 ～ 09:25 5
１ 、 オープニングアナウ ンス

 ①会場の利用について ②プロ グラ ム 説明

11:00 11:30 質問タ イ ム 各チーム

事務局

09:25 09:30 ２ 、 開会あいさ つ 兼次理事

09:30 11:30 ３ 、 第3回テーマ「 フィ ジカルイ ンタ ーネッ ト 」
森 教授

09:30 11:00 講義

11:30 14:18 ４ 、 グループワ ーク

11:30 11:33 ・ グループワ ーク の進め方の説明（ 質問、 資料作成、 休憩）

16514:1811:33 ～

事務局

各チーム

ワ ーク シート 提出時間 ※14： 23 各チーム

14:18 14:53 ・ 作戦タ イ ム （ 質疑応答およ びプレ ゼン対応） 各チーム

・ ワ ーク シート の作成

・ お昼（ 好き な時間にお召し 上がり く ださ い）

※14:23ま でに必ずお昼を と ってく ださ い

ク ロ ージングアナウ ンス

Aチーム

14:53 16:00 ５ 、 プレ ゼンテーショ ン & 質疑応答

14:53 14:56 ・ ルール説明 事務局

14:56 15:12～ 16
・ Aチームプレ ゼンテーショ ン …10分

・ 質疑応答（ B,C,Dチーム から ）  …6分

・ Bチームプレ ゼンテーショ ン …10分

・ 質疑応答（ A,C,Dチーム から ）  …6分

・ Cチームプレ ゼンテーショ ン …10分

・ 質疑応答（ A,B,Dチーム から ）  …6分

・ Dチームプレ ゼンテーショ ン …10分

・ 質疑応答（ A,B,Cチームから ）  …6分

15:12 ～ 15:28 16

15:28

事務局

16:00 16:25 ６ 、 総評及び総括 雨宮理事

16:25
 

 

  

プログラム 



 

 

 

 

日付

会場

研修目的

講師

琉球倉庫運輸株式会社 営業部 大城 寿樹

オリ オン ビール株式会社 SCM 部 入稲福 歩

マルエー物流株式会社 営業部 課長 城間 大輔

株式会社琉球通運航空 経営企画室 室長 仲里 司

琉球通運株式会社 国際物流部 主任 与那原 陽子

営業部 新垣 颯

物流センタ ー事業部 下地 静香

営業部 石川 勇人

株式会社産経運輸 営業 部長 兼城 忍

株式会社沖縄経営シス テム 企画開発室 執行役員 屋比久 光

琉球物流株式会社 琉球物流国際部 主任 フィ ールド ・ ケイ ス ・ 竜

琉球物流運輸株式会社 運輸部 課長 鉢嶺 宗志武
ト ヨ タ コ ネク テッ ド 株式会社 新事業推進室 新事業推進G 澤田 正幸
琉通ロ ジス ティ ク ス 総合研究所

代表理事 新垣 直人

理事 兼次 清勝

宮城 聡

下地 康彦

雨宮 路男

監査 砂川 孝史

内閣府 課長 補佐 宮平勉

仲本 兼也

Zoom 聴講 33 名

研修テーマ

受講者

10企業

13名

（ 敬称略）

3名3チーム 、 4名1チームの全4チームによ る グループワ ーク 193分、 プレ ゼ

ンテーショ ン （ 各チーム10分）

研修内容

  聴講者会場 2名

理事 6名

フィ ジカル・ イ ン タ ーネッ ト の沖縄展開について

聴講・ 質疑応答含め2時間15分

2023年度 第二期 第3回ロ ジス ティ ク ス 人材育成研修 活動報告書

2024年 3月13日（ 水） 9:30-17:00

アイ ム・ ユニバース てだこ ホール マルチメ ディ ア室（ 浦添市仲間1丁目9-3）

県内ロ ジス ティ ク ス 業界の次世代を 担う リ ーダーの育成

流通科学大学 名誉教授 森 隆行

 

活動報告



 

 

 

皆さ んは「 フ ィ ジカルイ ンタ ーネッ ト 」 について知って

いたでし ょ う か？ 

今回の研修を行う にあたって、「 フィ ジカルイ ンタ ーネッ

ト 」 について調べてみた、 簡単にいう と お互いの施設を

使った「 共同輸送」 と いう こ と です。  

昨今のコ ロ ナ禍の影響によ り 貨物数の増加が懸念さ れて

いたこ と から 、 こ う いった取り 組みが注目さ れている のではないかと 考えていま す。  

なので、 研修 3 回目と なる 今日のテーマ「 フィ ジカルイ ンタ ーネッ ト 」 を学び、 今後に活かせていければ

と 思っていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会あいさつ 兼次 清勝 理事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 流通科学大学 名誉教授 森 隆行先生 

フィ ジカルイ ンタ ーネッ ト が沖縄の物流のどのよ う な助けになる のか？ 

ま た、 日本全体の物流課題をどう 解決し ていく のか？ 

 

コ ロ ナが始ま った 2020 年頃を起点に社会全体の価値観の変化が加速 

し たこ と で、 顧客、 荷主のニーズが変化し 、 FleXPort のデジタ ルフォ  

ワ ーダーをはじ め、 物流業界においても 「 シームレ ス 」 化が注目さ れ 

ていま す。  

ま た、 経営においてはデジタ ル化と 環境問題をおろそかにする と 経営が 

成り 立たない時代になってく る と 思われま す。  

なぜかと いう と 、 2015 年の COP２ １ （ 第 21 回国連気候変動枠組条約締約国会議） でパリ 協定が採

択さ れたこ と によ り 、各企業が脱炭素化に向けた取り 組みを始め、大手荷主は物流企業に対し てゼロ・

エミ ッ ショ ンやカーボンニュ ート ラ ルの要求を行っている 為である 。  

なので、 気候変動問題に対し て他人事と と ら えている と 今後の経営において、 大き なリ スク と なって

し ま う 可能性になり ま す。  

さ ら に、 日本は「 2024 年問題」 と いう 働き 手が減少し 、 配送でき る 物量の減少が懸念さ れていま す。 

それを解決する ために、 国は物流革新緊急パッ ケージ（ 物流業務の総合化及び効率化の促進に関する

法律およ び貨物自動車運送事業法の一部を改正する 法律案） 今年の 2 月に閣議決定し た。  

こ の法案が施行さ れる と 国が定めた特定事業者は CLO（ 物流統括責任者） の配置が義務付けら れま

す。  

CLO はサプラ イ チェ ーン全体を見て、こ れから の時代に求めら れる「 安定輸送・ 高品質付加価値輸送

サービス 」 の実現を考える 必要があり ま す。  

そこ で、 フィ ジカルイ ンタ ーネッ ト と いう 言葉が注目さ れていま す。  

各荷主がト ラ ッ ク を 1 台占有し ている と 、 積載率は上がら ないが、 モジュ ール式コ ンテナを使用し 、

同じ 拠点への積み荷を混載する こ と で、 使用する ト ラ ッ ク の台数を減ら すこ と ができ 、 環境への配慮

にも なり 、 働き 手の減少が騒がれる 2024 年問題に対し ての対策と なっていき ま す。  

沖縄は今から 備える 必要があり 、  

逼迫し ていないと し ても 無駄を省いて効率化し 、 持続可能な物流を作る 為にフィ ジカルイ ンタ ーネッ

ト が役に立つと 考えていま す。  

さ ら に、 コ ス ト 削減だけでなく 、 環境負荷の軽減、 ド ラ イ バーや物流現場で働く 人達の給与、 労働環

境の改善を図り 、 物流は成長 産業である と う いう 考えにし ていき たい。  

そのためにも 、 沖縄でフィ ジカルイ ンタ ーネッ ト 実現会議と いう のを立ち上げて、 各社の連携をと り

沖縄の物流効率化と いう も のを図っていく と いう こ と も でき る のではないかと 考えている 。  

 



 

 

 

 

 

グループワーク：1 チーム 4 名で改善施策を決め、実行ワークシートを作成します 

10 分間のプレゼンテーションと質疑応答をします 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総評及び総括 雨宮 路男 理事 

ロ ジス ティ ク ス はすべて訓練、 慣れです。  

学んでも 実践し なく ては意味がない、 今回はそれをシート に 

書いても ら った、 時間制限で書いても ら った。 時間内でやり  

き る と いう こ と が重要。 やり き る と いう のも 一人ではなく チ 

ームワ ーク でやり き る 。 さ ら に、 そう なってく る と 役割分担 

が必要になってく る 。  

「 沖縄の地理的与件」 と いう のを日頃どのよ う に考えら れて 

いる のか？ 

発荷主と 着荷主の間にいる のが物流である 。 なので、  

ロ ジス ティ ク ス を物流が主体でやり たいと 考えている 。  

なぜかと いう と 、 データ を持てる のは物流だから 。 メ ーカーは生産し たも のの流れが分から なかった

ので、 自社で物流の子会社を作ったがコ ス ト がかかり すぎたので、 手放し ている 。 し かし 、 物流は在

庫の情報が分かる のでそのデータ を 持っ ている のが強みなのでそう いったデータ をわかる よ う にし

っかり 勉強し てほし いです。  

日頃から 物事に問題点を考える 視点を持って、今回の研修で学んだこ と を皆さ んの現場の改善に取り

入れて欲し い。  



 

 

 

琉通総研の達成と は、研修後に皆さ んが会社に戻って、社 

内の方から 研修を受けたこ と で動き が変わった（ 主体的 

になった等） の変化を感じ ても ら える こ と です。  

物流は受けの仕事が多かったと 思う が、 今回の研修のよ  

う な訓練をし て、物流企業が主導で提案をし て行く「 頭脳 

集団」 を作る と いう こ と を琉通総研は目指し ていま す。  

是非、研修で学んだプレ ゼンテーショ ン、 ディ ベート 、質 

門をお客様、部下、同僚、上司へ実践で活用し てく ださ い。 

今後、懇親会などを通じ て、横の連携と いう のを深めてい 

き ま し ょ う 。  

 

閉会あいさつ 新垣 直人 代表理事 


